
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

】

規

則

○

岡

山

県

工

事

執

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

技

術

管

理

課

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

】

告

示

○

令

和

六

年

度

自

衛

官

第

八

次

募

集

（

一

般

曹

候

危

機

管

理

課

補

生

）

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

道

路

の

占

用

を

制

限

す

る

区

域

の

指

定

〃

○

廃

物

と

認

定

す

る

こ

と

が

困

難

な

放

置

自

動

車

港

湾

課

の

処

分

【

】

公

告

○

家

畜

伝

染

病

の

発

生

畜

産

課

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

岡

山

県

公

報

令和６年１１月２６日 第１２６５５号



◎
岡
山
県
規
則
第
四
十
四
号

岡
山
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
工
事
執
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
七
条
中
「
に
は
」
の
下
に
「
、
建
設
業
法
第
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
」
を
加

え
、
同
条
中
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
削
り
、
第
四
号
を
第
一
号
と
し
、
第
五
号
を
第
二
号
と
し
、

第
六
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
六
号
を
第
三
号
と
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「

建
設
業
法
第
二
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
監
理
技
術
者
を
含
む
。
以
下

（

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ

」
を
削
り

「
同
法
第
二
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
」
を
「
建
設

。
）

、

業
法
第
二
十
六
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
建
設
業
法
及
び
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
九
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

令和６年１１月２６日　岡山県公報　第１２６５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
四
号 

 

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
一
般
曹
候
補
生
の
令
和
六
年
度
募
集
の
要
領
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

採
用
自
衛
官
の
区
分 

一
般
曹
候
補
生 

二 

応
募
資
格 

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
者
（
三
十
二
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、

採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
で
三
十
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

１ 

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者 

２ 

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条

項
に
該
当
す
る
者 

３ 

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
民
法

（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
準
禁
治
産
の
宣
告
を
受
け
て
い
る
者
の
う

ち
心
神
耗
弱
を
原
因
と
す
る
も
の
以
外
の
者 

三 

受
付
期
間 

令
和
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
一
月
九
日
ま
で 

四 

採
用
試
験
種
目 

１ 

第
一
次
試
験 

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
） 

２ 

第
二
次
試
験 

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査 

五 

志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先 

市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域

事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所 

六 

採
用
試
験
期
日 

１ 

第
一
次
試
験 

令
和
七
年
一
月
十
六
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で
の
う
ち
、
志
願
者
本
人
が
希
望 

 

す
る
日
時 

２ 

第
二
次
試
験 

令
和
七
年
二
月
五
日
か
ら
同
月
八
日
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
一
日 

七 

試
験
場 

１ 

第
一
次
試
験 

受
験
者
の
任
意
の
場
所
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｐ
Ｃ
等
を
使
用
し
通
信
環
境
を 

有
す
る
場
所
） 

２ 

第
二
次
試
験 

(1) 

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
） 

(2) 

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
） 

(3) 

右
記
の
ほ
か
に
設
定
す
る
場
合
が
あ
る
。 

八 

採
用
予
定
時
期 

令
和
七
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間 

九 

そ
の
他 

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
の
志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
八
六
―
二
二
六
―
〇
三
六
一 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所 

 
 

 
 

 

〇
八
六
八
―
二
二
―
五
六
三
七 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所 

 
 

 

〇
八
六
―
四
二
二
―
七
三
五
八 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所 

 
 

 

〇
八
六
六
―
二
二
―
二
三
一
四 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所 

 
 

 

〇
八
六
―
二
二
四
―
二
八
二
四 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
.
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
 

令和６年１１月２６日　岡山県公報　第１２６５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
五
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
一
般
国
道 

 

二 

路 

線 

名 

三
一
三
号 

三 

道
路
の
区
域 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

押
渕
皿
線 

三 

道
路
の
区
域 

   

  

高
梁
市
成
羽
町
星
原
字
ナ
ル
二
五
四
番
地
先
か

ら 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
梁
市
成
羽
町
星
原
字
家
ノ
東
二
四
六
番
二
地

先
ま
で 

高
梁
市
成
羽
町
星
原
字
ナ
ル
二
五
四
番
地
先
か

ら 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
梁
市
成
羽
町
星
原
字
家
ノ
東
二
四
六
番
二
地

先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 
新
旧

別 

六
・
五
～ 七

・
〇 

六
・
五
～ 

二
三
・
五 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
二
五
・
〇 

一
二
五
・
〇 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

津
山
市
種
字
清
水
七
五
〇
番
一
地
先
か
ら 

津
山
市
種
字
見
物
場
四
〇
七
番
一
地
先
ま
で 

津
山
市
種
字
清
水
七
五
〇
番
一
地
先
か
ら 

津
山
市
種
字
前
田
五
八
八
番
一
地
先
を
経
て 

津
山
市
種
字
見
物
場
四
〇
七
番
一
地
先
ま
で 

津
山
市
種
字
清
水
七
五
〇
番
一
地
先
か
ら 

津
山
市
種
字
見
物
場
四
〇
七
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

七
・
二
～ 

一
七
・
二 

八
・
六
～ 

二
八
・
八 

七
・
二
～ 

一
七
・
二 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

九
〇
四
・
〇 

八
九
二
・
二 

九
〇
四
・
〇 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

令和６年１１月２６日　岡山県公報　第１２６５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
六
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
六
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

   

県
道 

一

般

国

道 道

路

の

種

類 

神
代
勝
山
線 

三
一
三
号 

路

線

名 
真
庭
市
神
代
字
清
水
一
〇
八
一
番
三
地
先
か
ら 

真
庭
市
神
代
字
堂
ノ
前
一
〇
五
〇
番
一
地
先
を
経
て 

真
庭
市
神
代
字
杉
ヶ
乢
九
七
四
番
一
地
先
ま
で 

高
梁
市
成
羽
町
星
原
字
ナ
ル
二
五
四
番
地
先
か
ら 

高
梁
市
成
羽
町
星
原
字
家
ノ
東
二
四
六
番
二
地
先
ま

で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

間 

令
和
六
年
十 

一
月
二
十
六

日 供
用
開
始

年

月

日 

令和６年１１月２６日　岡山県公報　第１２６５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
七
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
占
用

を
制
限
す
る
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

指
定
す
る
道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
占
用
を
制
限
す
る
区
域 

二 

占
用
の
制
限
の
対
象
と
す
る
物
件 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
四
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設

に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
。
た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該

道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
六
日 

  

一
般
国
道 

道
路
の
種
類 

三
一
三
号 

路
線
名 

高
梁
市
成
羽
町
星
原
字
ナ
ル
二
五
四
番
地
先
か
ら 

高
梁
市
成
羽
町
星
原
字
家
ノ
東
二
四
六
番
二
地
先
ま
で 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

令和６年１１月２６日　岡山県公報　第１２６５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
八
号 

 

岡
山
県
快
適
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
条
例
第
七
十
四
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
廃
物
と
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
放
置
自
動
車
の

処
分
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
六
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

放
置
自
動
車
の
種
類
、
名
称
、
形
状
、
数
量
及
び
車
両
番
号
標 

 

二 

条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
っ
た
日 

令
和
六
年
七
月
三
十
日 

三 

放
置
さ
れ
て
い
る
場
所 

岡
山
市
南
区
築
港
栄
町
地
内 

岡
山
港
（
福
島
地
区
）
物
揚
場 

四 

こ
の
告
示
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
場
合
は
、
一
の
放
置
自
動
車
を
処
分
す

る
。 

五 

担
当
部
課
名
及
び
連
絡
先 

岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
岡
山
港
管
理
事
務
所 

岡
山
市
中
区
新
築
港
六
―
一 

電
話
番
号 

〇
八
六
―
二
七
七
―
五
〇
九
六 

   

普
通
自
動
車 

ホ
ン
ダ 

種
類
及
び
名
称 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン 

一
台 

形
状
及
び
数
量 

岡
山
五
〇
一
そ
・
八
五
八
二 

車
両
番
号
標 
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〔
五
九
七
〕
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

  

ヨ
ー
ネ

病 家 

畜

伝
染
病

の
種
類 

乳
用
牛 

家
畜
の
種
類 

平

成

二

十

九

年

八

月

五

日

、 

令

和

二

年

二

月

七
日 

生 

年 

月 

日 

患
畜 

患
畜
・
疑
似 

患
畜
の
区
分 

二
頭 

発
生 

頭
数 

笠
岡
市 

発

生

場

所 

令
和
六
年

十
一
月
十

九
日 

発 
 

生

年

月

日 

令和６年１１月２６日　岡山県公報　第１２６５５号



〔
五
九
八
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
瀬
戸
内
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

瀬
戸
内
市
邑
久
町
箕

輪
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
、
四
級

基
準
点
測
量
、
現
地
測
量
及
び
路
線
測

量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日 

終

了

年

月

日 
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